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（論文審査の要旨） 
学士（工学），修士（工学）佐藤丈博君の学位請求論文は，「Energy-efficient Reliable Optical 

Metro/Access Integrated Network Using Virtualization Technology（仮想化技術を用いた省エネルギー・
高信頼な光メトロ／アクセス統合型ネットワーク）」と題し，全 5章から構成される． 
ブロードバンドインターネットユーザ数の増加，および広帯域を必要とするアプリケーションの

普及により，ネットワークトラヒック量は増加の一途をたどっている．これに伴いネットワーク機

器の消費電力量も急速に増加し続けており，その 60～80%を占めるアクセスネットワーク領域の低
消費電力化が急務である．一方，現在の光アクセスネットワークでは低コスト化のために専用線や

モバイルバックホールといった複数のサービスを収容する研究が行われている．このような事業系

サービスの収容にあたり，高信頼性の確保が必要となる． 
本論文では上記の要求を実現するため，メトロエリアネットワークとアクセスネットワークの統

合，およびネットワーク仮想化技術に焦点を当てている．プログラマブルな局側装置および再構成

可能な光ネットワークの導入により複数サービスを収容するエラスティック光アグリゲーション

ネットワーク（EλAN）をベースに，仮想化技術を活用し省電力化および高信頼化を達成する研究
を行っている．本論文は以下のように構成される． 
第 1章は序論であり，本研究の背景および課題を明らかにし，論文の概要を説明している． 
第 2章では現在実用化されている光アクセスネットワークの基盤技術，光メトロ／アクセス統合
型ネットワークの既存研究，省電力化および高信頼化の関連技術を提示し，これらに対する本研究

の位置づけを明確化している． 
第 3章および第 4章は具体的な研究内容について述べている．第 3章では EλANにおけるトラヒ
ック変動に応じた局側装置の選択的スリープ手法を提案している．トラヒック集約後もサービスの

提供を継続するために，局側装置間で各サービスの提供に必要な機能をマイグレーションする手法

を提示している．稼働する局側装置の数が最小となるような機能配置を求める問題を線形整数計画

法によりモデル化し，計算機シミュレーションにより省電力効果を評価することによって，提案手

法の有効性を示している．さらに，実デバイスのパラメータを用いてマイグレーションに伴う通信

瞬断時間について検討を行い，提案方式の妥当性を確認している． 
第 4章では，EλANにおいて高信頼化を達成するため，散発的障害と大規模障害のそれぞれのケ
ースに対応する手法を提案している．前半では，散発的障害への対策として，プロテクションによ

り高可用性を実現する光ネットワークトポロジを提案している．2×2光スイッチを用いることによ
り，少数のデバイスで各加入者にノードディスジョイントな 2経路を提供可能であることを示して
いる．後半では，局舎機能停止などの大規模障害が発生した際に，多数の加入者に対して最低限の

接続性を確保する通信方式を提案している．1台の局側装置が通常時の上限を超える数の加入者装
置を収容するために，ネットワーク機能仮想化（NFV）技術の利用によりプロキシを生成し，トラ
ヒック平滑化などの機能を提供することで，狭帯域ながら安定した通信を実現する．プロトタイプ

システムを用いた実装実験によりスループットの測定を行い，本提案方式の有効性を示している． 
第 5章は結論であり，本研究により得られた結果を総括している． 
以上要するに，本論文は低消費電力かつ高い耐障害性を備えた光アクセスネットワーク技術の確

立のために，局側装置機能のマイグレーション技術およびその配置計算手法，高可用性ネットワー

クトポロジ設計手法，大規模障害発生時の通信方式について提示している．これらの研究内容は，

将来の社会インフラストラクチャとしての光ネットワークの継続的発展を実現する上で，工学上寄

与する所が大きいと評価される． 
よって，本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格があるものと認める． 

 

 
学識確認結果 
 

学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い，当

該学術に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した． 

 


